
 

 

【授業力向上研修】 

令和６年度 特色ある学校づくり推進事業報告書 Ⅰ 

『人権教育推進事業』 

あま市立甚目寺東小学校 

１ 目 的 

人権尊重の精神に基づき、人権感覚を磨き、人の痛みの分かる豊かな感性を培

うと共に、人権が尊重される学校づくりに向けた具体的な態度や行動がとれる児

童の育成を目指すことを目的とします。 

 

２ 内 容 

（１）hyper-Ｑ－Ｕ検査アセスメントに関わる現職教育研修 

年間２回 hyper-Ｑ－Ｕ検査を行っています。研修会で講師の奥山桂子先生か

ら、検査結果の見方や学級や個々の児童の状態の把握の仕方や手だての例など

について学びました。その後、学級担任がクラスの児童一人一人と教育相談を

行いました。 

（２）ハンセン病の学習（６年生対象） 

講師に小笠原英司先生を招き、ハンセン病についての話を聞くことで、差別

や偏見について考え、人権についての理解を深めると共に、人権意識の向上を

図りました。 

（３）授業力向上研修 

   年間２回、教職員の授業力向上研修を実施しまし 

た。講師の中村浩二先生から児童が主体的に学ぶ力  

をつけることができる授業づくりについて教えてい 

ただきました。５月に中村先生の模範授業を参観し、 

その後の協議会では、授業での「めあて」や「発問」 

の重要性と、授業構成の工夫を教えていただきまし 

た。７月には３名の代表教師がそれぞれに研究授業 

を行い、その後の協議会では、授業を構成する時に大切なポイントや題材、教

材との向き合い方、発問についてなどを具体的にご指導いただきました。 

（４）学級経営研修 

年間２回、講師に奥村桂子先生をお招きして「学級開き」「学級じまい」を

テーマに研修を行いました。４月には「担任と児童」「児童と児童」が互いに

信頼関係を築いていくための、ソーシャルスキルトレーニングやエンカウンタ

ーの方法を紹介していただきました。また、１１月には奥村先生に学級活動の

模範授業をしていただき、ねらいのもち方や授業の展開について教えていただ

きました。学級の状態に合わせて継続した取組を行うことで、信頼関係を築き、

安心して自分の力を発揮できる学級づくりに取り組みました。 

（５）個に応じた支援・手だてのためのコンサルテーション 

海南病院心理士の岡和代先生をお招きして実施しました。学習や生活で困り



 

 

【学級経営研修】 

感を抱えている児童について、学級内での様子を観察していただきました。そ

して、心理士の視点から該当児童の特性や「困り」の原因を教えていただき、

各担任との懇談を通して有効と思われる手だてや支援の在り方を検討しまし

た。専門的で具体的なアドバイスが頂けることで、各担任は自信をもって手だ

て・支援をほどこすことができ、児童にとってもよい効果が表れることで、個

に応じた支援・手だてについての理解を深めることができました。 

 

３ 評 価 

（１）hyper-Ｑ－Ｕ検査アセスメントに関わる現職教育研修 

hyper-Ｑ－Ｕ検査の結果から、学級や児童の実態を客観的に把握・分析した

上で教育相談をすることで、個々の抱える悩みに応じた話や助言をすることが

できました。 

（２）ハンセン病の学習（６年生対象） 

小笠原博士の偉業について学ぶと共に、正しい知識をもたないことからくる

差別について、考える機会をもちました。そして、誰もが幸せに生きる権利を

もち、それを侵害することは許されないという態度を養いました。 

（３）授業力向上研修 

    研修を通して、教職員が授業を行うにあたり、主体的な学びのためには、「め

あて」や「発問」「補助発問」の工夫と精選が大切であることを共有すること

ができました。 

（４）学級経営研修 

   よりよい人間関係を築く技術について、構成的グ 

ループエンカウンターやソーシャルスキルトレーニ 

ングの例を学ぶことができました。また、学級で教 

師と児童、児童相互の人間関係づくりを段階的に進 

め、クラス全員とかかわりをもたせることについて、 

考えを深めることができました。 

（５）個に応じた支援・手だてのためのコンサルテーション 

配慮が必要な児童について、児童の困り感や特性に応じた指導・支援の方法

や教職員間の協力体制の在り方をより具体的に検討することができました。 

 

４ 課 題 

  自他のよさに気付き、そのよさが自他のために発揮されるように知識のみにと

どまらず、日常生活の中で、継続的・実践的な態度や行動として根付くように環

境を整え、人権教育を進めていくことが引き続きの課題です。 



 

 

【生活単元音楽療法】 

令和６年度 特色ある学校づくり推進事業報告書 Ⅱ 

『専門的な知識・技術をもつ外部人材の教育力活用事業』 

あま市立甚目寺東小学校 

１ 目 的 

専門的な知識・技術をもつ講師を招いて、外部人材の教育力を取り入れた教育

活動を推進します。 

 

２ 内 容 

（１）刷毛の先生（４年生対象） 

   地域の伝統産業である刷毛づくりについて、実際に携わる方からお話を聞き

ました。実物を見せていただきながら工程やそれにかかる努力や工夫について

学びました。 

（２）書き方・書写教室（１・３年生対象） 

書写コンサルタントの後藤信英先生を講師にお招きし、１年生は硬筆、３年

生は毛筆の学習をしました。楽しみながら、字を書くことのよさや書き方のコ

ツ、えん筆や毛筆の使い方などを学びました。 

（３）特別支援学級 生活単元音楽療法・工作教室 

自立活動の授業において、生活面で必要とされる 

技能の習得を図りました。音楽療法では、音楽療法 

士の若山美幸先生を講師にお招きし、音楽を通して 

自分を表現し、人とコミュニケーションの取り方に 

ついて学びました。工作教室では、地域にお住まい 

の島子氏を講師にお招きし、ペン立ての作成に取り 

組みました。講師の方に教えていただいたり、手助 

けをしていただいたりしながら、根気よく作業を続けて完成させるという体験

をすることができました。 

（４）縄跳び教室（１、５年生対象） 

 日本縄跳びプロジェクトから講師をお招きし、縄の持ち方、ジャンプの仕方、

跳び方のコツを教えてもらい、様々な技にチャレンジしました。専門の方に教

えていただいたことで、児童たちも楽しみながらいろいろな技に挑戦すること

ができました。 

 

３ 評 価 

（１）刷毛の先生（４年生対象） 

   刷毛づくりやそれに携わる人たちの思いを知り、自分の住む地域の特色や伝

統的な産業について考えを深めることができました。 

（２）特別支援学級 生活単元音楽療法 

   級友と一緒に楽器を鳴らしたり、音楽に合わせて踊ったりする中で、コミュ



 

 

【縄跳び教室】 

ニケーションの取り方や生活に必要な技能について学ぶことができました。 

（３）書き方教室（１、３年生対象） 

   書写について楽しく学習することができました。美しく字を書くコツ、文字 

の成り立ちなどをわかりやすく学び、文字への意識を高めるよい機会になりま 

した。 

（４）縄跳び教室（１、５年生対象） 

 縄跳び教室の講師から、縄の基本的な使い方、 

縄を使った新たな運動などを教えていただいたこ 

とにより、縄跳びの世界が広がりました。体育の 

時間に継続して行うことで、体力づくりによい効 

果がありました。 

 

４ 課 題 

専門的な知識や経験に基づいた講師の方のお話や講習は説得力があり、児童・

職員の学びにつながりました。本校の児童に必要な専門的な知識と技能をもった

方々をさらに発掘し、地域の方をどのように学校教育へ参加していただくのかが

今後の課題です。 

 


